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そこで生体活性ガラスの組成のみならず、比表面積の影響も考慮し、SiO2 - Na2O - CaOの3成分系のガ
ラスを用いて、繊維紡糸が可能な範囲でSiO2含有量を減らした組成のガラス繊維（B-ガラス）を紡糸し
織布にすることで、しなやかさを有する骨補填材や骨欠損開口部を被覆する新たな生体材料を提案して
いる。これは、歯科臨床上有用な成果である。 
第３章では、ラット脛骨部骨欠損モデルを用いて、B-ガラス織布の影響について検討している。B-
ガラス織布で骨欠損を覆い治癒促進について工業用ガラス繊維（E-ガラス）織布との比較を行ったとこ
ろ、B-ガラスはE-ガラスに比べ、骨欠損部の治癒が促進していた。さらに、それらに対して擬似体液浸
漬試験およびNa+とCa2+の溶出挙動を検討したところ、B-ガラス繊維では短期間で骨類似アパタイトの析
出を引き起こすとともに、Na+とCa2+の明確な溶出を認め、それらにより骨形成が促進された可能性が示
唆され、重要な成果を得た。 
第４章ではラットの皮下組織にB-ガラス繊維を埋入し、第３章で検討した骨組織への影響に加え、B-
ガラスに対する軟組織の応答を検討している。B-ガラス繊維塊およびE-ガラス繊維塊を埋入し、4週間
後の埋入部における組織観察を行った。その結果、E-ガラスと比較して、B-ガラスの周囲では軟組織中
でも速やかに吸収され、組織再生を促すことを見出され、生体材料としての有用な材料特性が示される
という貴重な結果を得た。 
第５章は結論である。 
以上要するに本論文は、繊維紡糸が可能な新規生体ガラス繊維の創製によって新たな機械的特性を付
与した生体材料を提案するとともに、それらを用いた骨欠損の治癒促進や軟組織再生を明らかにしたも
のであり、医工学及び口腔インプラント学の発展に寄与するところが少なくない。 
よって、本論文は博士(医工学)の学位論文として合格と認める。 
 
